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微
積
分
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忘
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辛
い
こ
と
み
ん
な
忘
れ
て
観
る
さ
く
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大
阪
府
大
阪
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岩
崎 

公
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葉
桜
と
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
楽
し
も
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大
阪
府
門
真
市 

西 

美
和
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大
手
毬
な
に
わ
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春
を
し
め
く
く
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大
阪
府
大
阪
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樋
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眞 
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会
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人
み
ん
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濱
田 

良
知 

 

花
の
下
妻
が
卑
弥
呼
に
見
え
て
き
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大
阪
府
茨
木
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藤
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永
年 

 

再
会
の
チ
ャ
ン
ス
を
く
れ
た
通
り
抜
け 

大
阪
府
大
阪
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聖
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日
本
の
心
に
触
れ
る
通
り
抜
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福
岡
県
久
留
米
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大
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桜
見
る
ゆ
と
り
決
め
て
る
通
り
抜
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奈
良
県
天
理
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安
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英
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魂
を
燃
や
し
た
く
な
る
通
り
抜
け 

大
阪
府
大
阪
市 

辻
部
さ
と
子 

 

ス
タ
ッ
フ
が
み
ん
な
や
さ
し
い
通
り
抜
け 

大
阪
府
茨
木
市 

天
根 

夢
草 

 

た
こ
や
き
と
桜
が
似
合
う
通
り
抜
け 

兵
庫
県
明
石
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萩
原 

典
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や
さ
し
い
桜
と
や
さ
し
い
仲
間
通
り
抜
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大
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府
豊
中
市 

中
平 

亜
美 

 

楊
貴
妃
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か
く
や
大
手
毬 

大
阪
府
河
内
長
野
市 

村
上 

直
樹 

 

千
代
の
優
美
ふ
っ
と
重
な
る
大
手
毬 



 3 

大
阪
府
大
阪
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亀
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緑 
病
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え
花
に
感
謝
の
通
り
抜
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大
阪
府
大
阪
市 

山
崎
寿
々
子 

 

手
を
し
か
と
米
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卒
寿
の
通
り
抜
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大
阪
府
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野
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精
の
父
も
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そ
い
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通
り
抜
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府
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市 

津
守
な
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も
ピ
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ク
に
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す
む
通
り
抜
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兵
庫
県
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井
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を
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っ
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花
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大
阪
府
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府
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史
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っ
ぱ
ら
い
ひ
と
り
も
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な
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通
り
抜
け 

大
阪
府
茨
木
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三
村 

 

舞 
 

マ
ジ
シ
ャ
ン
が
宙
に
広
げ
た
大
手
毬 

大
阪
府
枚
方
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伊
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郁
夫 

 

あ
ご
上
げ
て
短
冊
を
詠
む
通
り
抜
け 

大
阪
府
大
阪
市 

井
上
か
れ
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嘘
少
し
流
し
て
く
れ
る
花
の
雨 

大
阪
府
松
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市 

本
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洋
子 

 

裏
方
の
苦
労
を
思
う
大
手
毬 

大
阪
府
吹
田
市 

有
田 

晴
子 

 

見
つ
め
ら
れ
頬
を
染
め
て
る
大
手
毬 

大
阪
府
大
阪
市 

鈴
木 

栄
子 

 

背
伸
び
し
て
背
伸
び
し
て
撮
る
大
手
毬 

大
阪
府
大
阪
市 

植
田 

忠
吉 

 

雨
の
日
は
雨
の
風
情
の
通
り
抜
け 

大
阪
府
大
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内
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人 
ロ
ボ
ッ
ト
が
そ
の
内
来
ま
す
通
り
抜
け 

大
阪
府
枚
方
市 

碓
氷 

祥
昭 

 

【
評
】 
昨
年
の
通
り
抜
け
の
句
の
中
に
「
世
界
遺
産
に
し
た

い
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
が
、「
ロ
ボ
ッ
ト
が
来
る
」

と
い
う
句
は
珍
し
い
。
動
く
ロ
ボ
ッ
ト
は
様
々
な
と
こ

ろ
で
利
用
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
通
り
抜
け
に
や
っ
て
く

る
日
も
近
い
の
で
は
。 

 

地 

雨
に
濡
れ
な
さ
け
に
濡
れ
て
い
る
桜 

大
阪
府
堺
市 

墨 

作
二
郎 

 

【
評
】 

今
年
の
通
り
抜
け
は
雨
天
が
続
い
た
。
雨
に
濡
れ
て

い
る
桜
、
こ
れ
ま
た
風
情
が
あ
る
。
雨
と
な
さ
け
を
結

ん
だ
と
こ
ろ
に
桜
に
対
す
る
愛
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

天 

大
手
毬
母
ほ
ほ
ず
り
の
通
り
抜
け 

兵
庫
県
姫
路
市 

古
川 

奮
水 

 

【
評
】 

今
年
の
桜
「
大
手
毬
」
は
多
数
の
花
が
枝
の
先
に
集

中
し
て
咲
き
、
手
毬
の
よ
う
に
ま
ん
ま
る
く
な
る
。
何

と
な
く
近
づ
い
て
触
っ
て
み
た
い
感
じ
に
さ
せ
る
花
。

毬
は
つ
い
た
り
蹴
っ
た
り
す
る
も
の
だ
が
、
花
の
場
合
、

眺
め
る
し
か
な
い
。
手
毬
は
お
ん
な
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

か
も
。 
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